
令和２年度　土木部の経営方針 土木部長　酒本 恭聖

１．土木部のめざす姿 ５．重要目標の達成に向けた具体的な取組み

❶ 細事業名 公共交通計画推進事業 担当課 交通政策課

❷ 細事業名 担当課 交通政策課

❸ 細事業名 道路管理事業 担当課 道路管理課

２．めざす姿に向けた指標（KGI・重要目標達成指標）

Ｈ29
実績

Ｈ30
実績

R1
実績

R2
目標

R3
目標

R4
目標

53.5% 52.3% 53.6% 60.0% ❹ 細事業名 豊川橋山手線新設改良事業 担当課道路管理課／道路整備課

57.9% 58.1% 61.7% 62.0%

12.3% 16.0% 16.6% 20.0%

58.6% 82.1% 100.0% 100.0% ❺ 細事業名 道路・水路維持補修事業 担当課 道路整備課

95.5% 78.3% 81.5% 100.0%

３．現状と課題（昨年度の振り返り） ❻ 細事業名 市内全般公園改良事業 担当課 公園緑地課

❼ 細事業名 担当課 キセラ川西推進課

❽ 細事業名 担当課 キセラ川西推進課

４．土木部の重点目標

❾ 細事業名 担当課 道路管理課／道路整備課

❿ 細事業名 担当課

指　標

・事業スケジュールに則った換地処分、登記、清算金徴収・交付業務の着
実な実施

・平成7年から現在までを通した事業への取組や成果、培った知識を後世に
残し、本市の将来の発展に寄与することを目的として作成

・令和4年9月の新病院開院に向けた令和3年度末完成を目指した道路整備

放置自転車対策事業

事業誌編さん事業（キセラ川西推進事業）

市道1313号道路改良事業

・地域主体の公園づくりに必要なみどりの基本計画を改定し、公園遊具長
寿命化計画と連携させるとともに（仮）公園リノベーション計画としての
取りまとめ

換地処分事業（キセラ川西推進事業）

主に鉄道やバス等の公共交通機関を利用している市民の割合

「生活道路が安心して通行できる」と思う市民の割合

公園を満足して利用している市民の割合

キセラ川西地区内公共施設整備率

研修への積極的な参加等について、支援がなされていると思う職員の割合

取組項目
具体的な

取組項目

具体的な
＜まちづくり、市民サービスに関すること＞
　道路、公園、交通という市民にもっとも身近な公共空間の整備、管理運営、社会的モラルの啓発
を通して、シビックプライドの醸成と創造的リノベーションの実現を市民と共にめざします。

＜組織力の向上に関すること＞
　職員相互の献身的人間関係の構築による組織力の向上をめざします。

＜まちづくり、市民サービスに関すること＞
　シビックプライドの醸成を目指す取組としては、「弾力的な道路占用許可の仕組みの構築」及び「キセ
ラカフェ」を推進した。一方、地域の特性を活かした「公園リノベーション」の取組には至らなかった。
　
＜組織力の向上に関すること＞
　懸案ごとにその都度ていねいに議論し、組織としての情報共有と意思統一を図った。

＜まちづくり、市民サービスに関する事＞
　①市民目線・市民参画による事業の推進
　②スピーディな事業の推進
　③市民への説明責任の遂行
＜組織体質＞
　④情報共有の徹底：ミーティング及びスノーフレークリーダーシップの実施
　⑤成長する組織の醸成：積極的な研修への参加などを通した自己啓発の推進
　⑥内発的発展による業務の推進：何気ないコミュニケーションの積み重ねによる献身的な人間関
    係（協力体制）の構築

・大和地域における既存バス再編の検討及び当該地域における公共交通の
課題整理並びにオンデマンドモビリティを含む新たな交通体系による地域
交通に関する調査研究

・能勢電鉄全駅有料化の方向性に基づく課題整理と駐輪場の具体的な整備
・北伊丹駅前駐輪場の有料化のための関係諸団体との協議、調整、発注方
法の検討及び発注準備

・道路パトロール体制の再構築と新たな情報収集手法の確立による能動的
な管理手法の模索と確立

・残りの権利者9件の着実な交渉の成立と遅滞のない工事の施工

・令和元年度から変更した発注方法を検証し、より有効な対応策の模索
・雨水対策行政の一元化の推進

取組項目
具体的な

取組項目

具体的な

取組項目
具体的な

取組項目
具体的な

取組項目
具体的な

取組項目
具体的な

取組項目
具体的な

取組項目
具体的な


